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１．はじめに 

本展望では，2013 年 4 月から 2014 年 3 月までの期間に発表された油圧分野における研究の調査結果を記

す．調査対象は，主として国内外の定期学術刊行物ならびに学術講演会とし，特許や製品関連は含まない．

前者の刊行物には，日本フルードパワーシステム学会（JFPS），米国機械学会（ASME），英国機械学会（IMechE）
が発行する論文集，および International Journal of Fluid Power（https://www.jstage.jst. go.jp/browse/jfpsij）を取

り上げる．後者の講演会には，本学会が主催，共催あるいは協力，関係した国内外の学術研究発表会を選び

出す．ただし，著者が入手あるいは参加できた文献や講演会は，それらの極一部に限られたために，すべて

の情報を正確に把握し，また完全に網羅していないことをお断りする． 

２．学術刊行物 

本学会が発行する「日本フルードパワーシステム学会論文集」の当該年度には，マニュピレータ 1-2)，パワー

ステアリング 3)，サーボシステム 4-5)，管路流れ 6)，流量計測 7)，トライボロジー8) などに関する論文が掲載さ

れた．また，世界に向けて，オープンアクセス形式で JFPS International Journal of Fluid Power System も公開

されているが，英文論文集の該当期間号は Vols. 6, 7 となり，公開時期がやや遅れるために本稿では除く． 
海外の学術雑誌に目を向けると，Transactions of ASME の Journal of Dynamic Systems, Measurement, and 

Control，Journal of Fluids Engineering，Journal of Tribology ならびに Journal of Fluids Engineering には作動油 9)，

ポンプ 10-12)，バルブ 13-15)，回路 16)，システム 17) などの論文が，Proceedings of IMechE の Part C: Journal of 
Mechanical Engineering Science や Part I: Journal of Systems and Control Engineering には，歯車ポンプ 18-19)，ベー

ンポンプ 20) などの油圧ポンプ 21) やバルブ 22) や制御 23) に関する論文が発表された．また，International Journal 
of Fluid Power の Vol. 14 には機器やポンプ 24-25)，バルブ 26-28)，計器 29) や補器 30-31)，さまざまなモデリング
32-34) や最適化 35-36) に関する論文が掲載された． 

３．学術講演会 

2013 年 5 月 30-31 日には，東京において春季フルードパワーシステム講演会 37) が開催された．機器やシス

テムの提案や評価に関する研究 38-40)，ロボット開発 41-42)，振動騒音 43)，気泡やキャビテーションの抑制や利

用に関する研究 44-46)，省エネルギー47)，さらに電動式との比較 48) などについての発表があった．また，シミュ

レーションやモデルについてもシステム 49-51) や機器から要素 52-54) に亘る研究が紹介された． 
2013 年 11 月 7-8 日には，兵庫県神戸市において秋季フルードパワーシステム講演会 55) が開催された．機

器や補器の開発や性能 46-59)，機器 60-61) や配管 62) の内部流れ 63)，制御システムや理論 64-66)，省エネルギー67) な

どに関する研究が報告された． 
そのほか，主な関連学術講演会を開催日の時系列で記す．ICFP2013（The 8th International Conference on Fluid 

Power Transmission and Control, 2013.4.9-11，中国杭州市，http://sklofp.zju.edu.cn/icfp2013/）68) においては，油

圧に関する基調講演から一般講演までの多数の発表があった．日本機械学会（JSME）機素潤滑設計部門と韓

国機械学会との共催であった ICMDT2013（The 5th International Conference on Manufacturing, Machine Design 
and Tribology, 2013 年 5 月 22-25 日，韓国釜山市，http://www.jsme.or.jp/mdt/）69) においては，数件の油圧の発

表があった．SICFP2013（The 13th Scandinavian International Conference on Fluid Power 2013，2013 年 6 月 3-5
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日，スウェーデン王国リンシェーピン市，http://www.sicfp2013.se/）70) では，基調講演を含めて多くの油圧の

発表があった．MOVIC2013（第 13 回「運動と振動の制御」シンポジウム，2013 年 8 月 27-30 日，福岡市，

http://www.jsme.or.jp/conference/dmcconf13/）71) の中でオーガナイズされた「M-OS5 フルードパワーの基礎と

応用」72-74)ならびに他のセッション 75-76)においては，JSME 主催の講演会としては油圧関連の発表を多く数え

た．FPMC2013（ASME/BATH 2013−Symposium on Fluid Power & Motion Control，2013.10.6-9，アメリカ合衆

国フロリダ市，http://www.asmeconferences.org/FPMC2013/）77)では，Tribology and lubrication，Valves，Actuation 
and control，System health monitoring and fault detection，Digital hydraulics and digital displacement，Efficiency，
Energy applications and energy storage，Pumps and motors，Properties of hydraulic fluids，Modeling and Design の

セッションが設けられ，50 余件の発表があった．ICHP2013（The 22nd International Conference on Hydraulics and 
Pneumatics，2013.10.23-25，チェコ共和国プラハ市，http://ichp2013.vsb.cz/）78)でも油圧の発表があった．

FLUCOME2013（The 12th International Symposium on Fluid Control, Measurement and Visualization，2013.11.18-23，
奈良県奈良市，http://www.k-k.pi.titech.ac.jp/FLUCOME2013/）79)では 16 件の油圧関連論文が集まり，OS1-01
～03 の 3 セッションが設けられた． JSME 山梨講演会（2013.10.26，山梨県甲府市，http://society. 
ms.yamanashi.ac.jp/jsme/2013/）80)をはじめ，他学協会においても関連テーマの発表があった．これらの開催概

要などについては，すでに学会誌に掲載されている会議報告や参加記などに譲る．そのほか，IFK 2014（9th 
International Fluid Power Conference Aachen，2014.3.24-26，http://www.ifk2014.de/frontend/index.php），WTC 2013
（The 5th World Tribology Congress，2013.9.8-13，イタリア共和国トリノ，www.wtc2013.it）なども開催された

が，紙面の都合上，省略する． 

４．おわりに 

2013 年度の油圧に関する研究発表を俯瞰的に調査して概観を記した．紙面の関係で，関連学術雑誌や国際

会議，講演会における論文テーマを羅列する形となった．読者の各立場により捉え方は異なると思うが，著

者の印象では，国内に関してはシステムや応用に関する研究が健闘しているものの，基礎に関する研究発表

数の低迷が垣間見られる．一方で，欧米やアジア諸国においては，応用と均衡して基礎の研究成果が目に留

まる．我が国の油圧基盤技術研究の相対的な減少に対する将来への不安が，著者の杞憂であることを願わず

にはいられない． 
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